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馬
琴
所
持

の
俳
書

に
つ
い
て

付

・

『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
翻
刻

神

田

正

行

 
 
 
 

一
、

『
東

岡
舎

蔵
書

目
録

』

 
寛
政
十
年

(
一
七
九
八
)
八
月
に
お
け
る
、
長
兄
皇
右
衛
門
興
旨

(俳

号
羅
文
)
の
病
臥

・
死
去
に
際
し
て
、
曲
亭
馬
琴
は

『羅
文
居
士
病
中

一

件
留
』
と
題
し
た
記
録
の
中
に
、
そ
の
前
後
の
事
情
を
こ
と
細
か
に
書
き

留
あ
て
い
る
。
こ
の
記
録
の
う
ち
、
羅
文
没
し
て
よ
り
十
四
日
後
、
八
月

二
十
五
日
の
条
下
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

 
 
○

「廿
五
日
 
辰
の
日
曇
昼
よ
り
雨

 
 
 
今
日
二
七
日
に
付
、
墓
参
い
た
し
候
。
お
添
殿

・
お
つ
た
も
参
詣

 
 
 

い
た
し
候
。
(中
略
)

 
 

一
、
皇
右
衛
門
様
御
認
被
成
候
御
反
古
、
昨
今
取
集
め
置
申
候
。
骨

 
 
 
柳
に
ニ
ツ
程
有
之
候
。
俗
用
之
書
付
井
俳
譜
之
御
書
置
等
霧
し
く

 
 
 
有
之
、
追
而
清
右
衛
門
見
分
候
積
に
て
、
一
ツ
に
か
ら
げ
置
申
候
。

 
 
 

一
体
仮
初
の
書
留
文
通
迄
、
町
嘩
に
御
仕
廻
置
被
成
候
御
気
性

 
 
 
故
、
用
不
用
と
も
書
付
多
分
有
之
候
。

 
 

一
、
御
蔵
書
改
見
候
庭
、
五
冊
程
目
録
と
は
不
足
い
た
し
お
り
候
。

 
 
 
是
は
人
に
御
か
し
置
被
成
候
儀
と
奉
存
候
へ
共
、
先
方
相
分
り
不

 
 
 
申
候
。
(以
下
略
) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(六
十
四
丁
表

・
裏
)

 
右
文
中
、
「
お
添
殿
」
と
は
羅
文
の
妻
長
沢
氏
、
「お
つ
た
」
は
翌
年
早

世
す
る
羅
文
の
娘
で
あ
る
。
右
引
用
箇
所
に
よ
っ
て
、
馬
琴
が
こ
の
日
以

前
か
ら
、
亡
兄
の
遺
品

・
遺
書
の
整
理
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得

る
。
ま
た
羅
文
が
存
世
中
に
、
自
ら
蔵
書
の

「目
録
」
を
作
成
し
て
い
た

こ
と
も
う
か
が
え
る
が
、
早
大
曲
亭
叢
書
中
に
現
存
す
る

『東
岡
舎
蔵
書

目
録
』
(原
表
紙
に
は

「書
」
を
脱
す
。
以
下
適
宜
略
称
す
る
)
は
、
羅
文

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
原
表
紙

に

「寛
政
十
年
八
月
二

十
五
日
改
」
と
あ
る
よ
う
に
、
右
引
用
箇
所
に
見
え
る
遺
書
整
理
の
折
、

馬
琴
が
改
め
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
目
録

の
内
容
は
、
本
稿
の
末

尾
に
付
し
た
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
該
書
は
全
十
九
丁
、
後
に

『風
月
奄
主
に
答
ふ
る
文
』

(寛
政
九
年
七

月
、
羅
文
の
俳
友

・
風
月
庵
吉
岡
雪
碇
の
疑
問
に
対
す
る
返
答
)
や

『百

川
合
会
叙
』
(享
和
元
年
九
月
二
十
日
、
日
本
橋
百
川
楼
に
お
け
る
書
画
会

の
報
條
)
と
合
綴
さ
れ
て
今
日
に
至
る
。
本
文
の
料
紙
は
柱
刻
に

「碧
梧

亭
」
と
あ
る
半
葉
十
二
行
の
有
罫
紙
で
、
二
行
に
跨
が
っ
て

一
点
を
記
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
毎
半
葉
に
六
点
ず

つ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
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る
。

 
同
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
名
は
、
実
態
が
不
明
な
も
の
を
含
あ
て
百
六

十
余
、
他
に

「う
た
ひ
本
 
五
」
「小
本
い
ろ
く

 
四
」
等
の
漠
然
と
し

た
記
述
が
、
後
半
部
に
幾

つ
か
見
え
て
い
る
。

 
こ
の
目
録
の
十
七
丁
裏
か
ら
十
八
丁
表
に
か
け
て
の
識
語
で
、
馬
琴
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
右
之
御
本
と
も
は
、
御
生
涯
御
秘
蔵
之
品
に
候
間
、
誠
に
御
記
念
と

 
 
存
候
。
わ
か
子
孫
後
々
に
至
と
も
、
必
く

麓
末
に
不
致
、
む
ざ
と

 
 
か
し
遣
し
な
ど
仕
ま
し
ぐ
候
。

 
 
 
 
寛
政
十
戊
午
年
八
月
廿
五
日
 
瀧
沢
清
右
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(十
六
丁
裏
～
十
七
丁
表
)

 
こ
の
識
語
に
続
く
、
十
八
丁
裏
か
ら
十
九
丁
表
に
か
け
て
の
記
述
は
、

後
日
の
追
記
と
思
し
い
。

 
同
目
録
の
中
に
は
、
漢
籍
や
雑
書
も
散
見
さ
れ
る
が
、
や
は
り
羅
文
の

嗜
好
を
反
映
し
て
、
俳
書
の
占
め
る
割
合
い
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
特
に
七

点
の
俳
書
の
上
に
は
、
右
肩
に
小
さ
く
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印

は

「う
や
む
や
の
関
」
(十
三
丁
表
。
早
大
図
書
館
曲
亭
叢
書

一
一
五
番
)

や

「麦
林
集
」
(十
三
丁
表
。
早
大
図
書
館
蔵
)
の
よ
う
に
羅
文
、
も
し
く

は
次
兄
の
鶏
忠

(初
右
衛
門
興
春
。
天
明
六
年
没
)
が
筆
写
し
た
も
の
、

あ
る
い
は

「も
う
り
や
う
談
」
(四
丁
表
。
原
本
所
在
不
明
)
や

「
(俳
譜
)

古
文
庫
」
(四
丁
表
。
早
大
図
書
館
蔵
)
の
如
く
、
羅
文
や
馬
琴
が
編
ん
だ

私
的
な
俳
書
に
付
さ
れ
て
お
り
、
東
洋
文
庫
蔵

『曲
亭
蔵
書
目
録
」
に
い

う

「家
書
」
の
項
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

羅
文
の
編
ん
だ

「師
竹
庵
聞
書
」
(二
丁
表
。
早
大
曲
亭
叢
書

一
〇
五
番
)

の
よ
う
に
、
○
印
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
の
作
為
は
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
。

 
長
兄
の
死
去
に
よ
っ
て
、
俳
書
を
多
分
に
含
ん
だ
羅
文
の
旧
蔵
書
が
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
馬
琴
の
手
に
渡

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

く
、
実
際
に

『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
と
馬
琴
の

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
と
を

比
較
す
る
時
、
馬
琴
の
蔵
し
た
俳
書
の
大
半
が
、
羅
文
遺
愛
の
書
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
得
る
。

 
先
に
引
用
し
た

『病
中

一
件
留
』
の
う
ち
、
「五
冊
程
目
録
と
は
不
足
い

た
し
お
り
候
」
と
い
う
記
述
に
対
応
す
る
の
が
、
『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
十

五
丁
裏
以
下
に
見
え
る
、
次
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
る
。

 
 
 
外
に

 

一 

は
い
か
い
埋
木

 

一
、
三
日
月
日
記

○
へ

一
、
去
来
湖
東
問
答

○
へ

一
、
桐
の

一
葉

 

一
、
ふ
る
な
す
び

 
 
 
〆
 
五
部

 
是
は
御
在
世
之
節
、

 
而
先
く

糺
し
、

右

五
点

の
俳
書

の
う

ち
、

長
田
お
ば
ご
へ

 

か
し
て
有

巌

し

是
郁

り

是
郁

講

し

士 士 士 士 士
官E宮 宮 冒

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
へ
か
御
か
し
置
被
成
候
と
相
見
へ
申
候
。
追

 
 
 
 
 
 
 
 
 
取
戻
可
申
候
。 
 
 

(十
五
丁
裏
～
十
七
丁
表
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『俳
譜
埋
木
』
(季
吟
編
の
作
法
書
)
は
、
「長

田
お
ば
ご
」
(母
の
姉
も
せ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
)
か
ら
後
日
返
却
さ
れ
た
も

の
と
思
し
く
、
『曲
亭
蔵
書
目
録
』
の
「
は
部
」
欄
上
に
追
記
さ
れ
て
い
る
。

「是
は
あ
り
」
と
記
さ
れ
た
二
点
も
同
目
録
の
中
に
見
え
て
お
り
、
上
部
の

合
点
と
○
印

(家
書
類
に
付
さ
れ
た
も
の
と
は
大
き
さ
が
異
な
る
)
は
、

後
日
見
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
「是
は
な
し
」
と
さ
れ
た
二
点
の
う
ち
、
『ふ
る
な
す
び
』
(蓼
太
編
の
吏
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登
追
善
集
)
は
つ
い
に
見
付
け
得
な
か
っ
た
も
の
か
、
以
後
の
目
録
に
も

登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
支
考
編

「三
日
月
日
記
』
の
消
息
に
つ
い
て
は
、

特
に
第
三
節
で
記
す
こ
と
と
す
る
。

 
 
 
 

二
、

『曲

亭
蔵

書

目
録
』

 
馬
琴

の
蔵
書
目
録
改
編
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
天
保
二
年
五
月
十
七

日
の
馬
琴
日
記
中
、
「蔵
書
も
く
ろ
く
、
文
化
五
年
よ
り
、
其
後
文
政
元
年

の
春
書
直
し
、
此
度
と
も
三
度
に
及
ぶ
」
と
記
さ
れ
た
箇
所
が
知
ら
れ
て

い
る
。

 
現
存
す
る

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
(以
下
適
宜
略
称
す
る
)
は
、
馬
琴
の
蔵

書
目
録
と
し
て
は
ご
く
早
次
の
も
の
で
あ
り
、
文
化
五
年
筆
写
の

『逞
羅

記
事
』
(曲
亭
叢
書

一
四
二
番
は
文
政
年
間
の
再
写
本
)
が
、
同
目
録

「し

部
」
の
欄
上
に
補
わ
れ
て
い
る

一
方
で
、
こ
の
年
に
編
ま
れ
た

『返
魂
余

紙
別
集
』
二
巻

(天
理
図
書
館
蔵
)
や
、
翌
年
正
月
に
馬
琴
が
筆
写
し
た

『藻
屑
物
語
』
(曲
亭
叢
書

一
七
四
番
)
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て

同
目
録

の
記
載
は
、
文
化
五
年
頃
に
お
け
る
馬
琴
の
蔵
書
状
況
を
反
映
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
た
だ
し
、
蔵
書
目
録
は
記
主
の
蔵
書
が
増
加
し
続
け
て
い
る
限
り
、
常

に
補
訂
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
文
化
五
年
当
時
の
蔵

書
状
況
を
留
め
て
い
る
現
存

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
を
、
右
の

「馬
琴
日
記
」

の
記
述
と
安
易
に
結
び
付
け
て
、
文
化
五
年
に
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

 
『近
世
書
目
集
』
(注
3
参
照
)
解
説
の
中
で
、
鈴
木
重
三
氏
も
説
か
れ

る
如
く
、
彩
し
い
加
筆

・
修
整
の
跡
か
ら
も
、
こ
の
目
録
は

コ

時
に

成

っ
た
も
の
で
は
な
」
く
、
馬
琴
に
よ
る
蔵
書
の
目
録
化
は
文
化
五
年
以

前
か

ら
行

な
わ

れ

て
い
た

と
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

 
同

目
録

は
文
化

三
年

の
訴

訟
事

件

(馬

琴

『近

世
物
之

本

江
戸

作
者
部

類
』
巻

ニ

ノ
上

「
読
本

作
者

部
」
、
二
十

八
丁
表

以
下
参

照
)

に
よ

っ
て
交

渉
断

絶

に
至

っ
た
書
騨

衆
星

閣

・
角
丸
屋

甚
助

の
原
稿

用
紙

に
記

さ
れ

て

お

り
、

そ

の
起
筆

年
代

は
享

和
初

年
を
遡

り

は
し
な

い

で
あ

ろ
う

。

 
鈴

木
氏

も
指

摘
す

る
よ

う

に
、

現
存
目

録

の
第

一
丁
表
か

ら
十

丁
表

に

か

け

て
、
後
続

目
録

の

「
仕
上

り
分

の
あ

ど

の
し
る
し

」
と
思

わ

れ
る

「塗

抹

の
黒
線

」
が

走

っ
て
い
る
。

こ
れ
を

さ
き

の

「
馬
琴

日
記

」

の
記
載

と

併

せ
考

え
る

に
、
現
存

す

る

『
曲

亭
蔵
書

目
録

』

は
、

文
化

五
年

に
後
続

の
蔵

書
目

録

が
成
稿

を
見

た
時
点

で
破
棄

さ

れ
る

べ
き
も

の
が
、

今

日
ま

で
伝

存

し

て
い
る
と

い
う

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う
。

 

以
上
、
珀

末

な
点

に
拘

泥

し
た
感

も
あ

る
が
、
「文

化
五
年

頃
成

立
」
と

い
う
表
現

の
含

む
揺

れ
を

、
少

し

で
も
確

定

し
た
か

っ
た
ま

で
の

こ
と

で

あ

る
。

 

こ

の

『
曲
亭

蔵
書

目
録

』

は
、

蔵
書

を

い
ろ
は
分

け

に
配

列
す

る
他

、

別

に

「
家
書

」
「
書
軸
」

の
部

を
設

け
、
巻
末

に
は
更

に

「
群
書

類
従

」
五

十

一
部

の
細
目

が
記

さ
れ

て
い
る
。

こ

の
う

ち
、

い
ろ

は
分

け

の
各
箇

所

に
、
羅
文

か

ら
受

け
継

い
だ
俳
書

が
配

置
さ

れ

て
い
る

の
だ

が
、

こ
れ
と

は
別

に
、

「
は
部
」

の
欄
上

(実

際

に
は
は

み
出
し

て
、

「
い
部
」

の
欄

上

か

ら
始

ま

っ
て

い
る
)

に
も
、
俳

書

が
改
め

て
列
挙

さ
れ

て

い
る

(
た
だ

し

、

「
は
部
」

本
文

に
含

ま
れ

る
も

の
は
重
出

さ
れ

な

い
)
。

こ
の
操
作

に

関

す

る
私

見

は
、
次

節

で
述

べ
る

こ
と
と
し

た

い
。

 

先

に
も
記

し
た

よ
う

に
、
『
東
岡

舎
蔵

書
目
録

』
に
見

え
る
俳

書

は
、
そ

の
大
半

を

『曲

亭
蔵

書
目

録
』

の
中

に
も
見

出
す

こ
と

が
出

来

る
が

、
両

書

を
照
合

し

て
み
る
と
、

羅
文

の
蔵

し
た
俳

書

の
多

く

が
、

写
本

で
あ

っ
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た
こ
と
を
確
認
出
来
る
。

 
以
下
、
『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
と

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
俳

書
の
う
ち
、
移
動
の
あ
る
も
の
を
列
記
し
て
み
た
い
。

(
ア
)
『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
に
の
み
見
え
る
も
の

 
 
「師
伝
習
大
事
」
「切
字
口
訣
」
「熱
田
三
歌
仙
」
「俳
夜
燈
」
コ僧
都
問

 
答
」
「柳
日
記
」
「朧
日
記
」
「蕉
翁
悌
塚
」
「百
回
つ
る
の
跡
」
「三
日
月

 
日
記
」
「ふ
る
な
す
び
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(記
載
順
)

 
最
後

の

「ふ
る
な
す
び
」
に
つ
い
て
は
前
記
の
と
お
り
、
遺
書
整
理
の

時
点
で
既
に
紛
失
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
俳
書
も
、
現
存

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
の
編
集
が
は
じ
め
ら
れ
た
時
点
ま
で
に
は
、
羅
文
の
形

見
分
け
等
の
理
由
か
ら
、
馬
琴
の
手
元
を
離
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
「百
回

つ
る
の
跡
」
(十
四
丁
裏
)
は
西
鶴
の
追
善
集
で
、
「瀧
澤
文
庫
」

の
長
方
朱
印
が
捺
さ
れ
た
も
の
が
、
早
大
図
書
館
に
現
存
す
る
。

 
最
初
に
掲
げ
た

「師
伝
習
大
事
」
(二
丁
表
)
は
、
俳
書
で
あ
る
確
証
は

な
い
も
の
の
、
書
名
の
類
似
か
ら
、
あ
る
い
は
次
項
に
掲
げ
る

「俳
譜
伝

受
」
、
も
し
く
は

『著
作
堂
俳
書
目
録
』
(後
述
)
に
見
え
る

「芭
蕉
伝
授
」

と
同

一
書

で
あ
ろ
う
か
。

 
ま
た
右

に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
「梨

つ
○
○
」
と
し
か
読
め
な
い
八
丁

裏
の
四
点
目
に
つ
い
て
、
『曲
亭
蔵
書
目
録
』
を
参
照
す
る
と
、
類
似
の
書

名
と
し

て
「梨
園
発
句
集
」
(七
丁
裏
。
詳
細
不
明
)
を
挙
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
題
籏
落
剥
等
の
た
め
、
右
の
よ
う
な
不
確
か
な
記
述
に
な
っ
た
も

の
か
。

(イ
)
『曲
亭
蔵
書
目
録
』
に
の
み
見
え
る
も
の

 
 
「糸
衣
」
「異
名
分
類
抄
」
「俳
譜
を
禁
す
る
ふ
み
」
「誹
風
柳
樽
」
「俳

 
譜
綾
錦
」
「俳
諸
歳
時
記
」
「俳
譜
家
譜
」
「俳
譜
伝
受
」
「俳
譜
職
人
合
」

 
「類
柑
子
」
「家
雅
見
草
」
「淀
川
」
「嵐
雪
発
句
集
」
「無
言
抄
」
「山
の

 
井
」
「山
か

つ
ら
」
「筆
真
実
」
「紅
梅
千
句
」
「
こ
ふ
り
山
」
「香
非
時
」

 
「あ
ぶ
ら
か
す
」
「銀
要
」
「氷
室
も
り
」
「百
万
評
歌
仙
」
「守
武
千
句
」

 
「蕉
門
頭
陀
袋
」
「沽
徳
評
百
韻
」 
 
 
 

(本
文
に
お
け
る
記
載
順
)

 
羅
文
の
蔵
書
に
、
享
和
三
年
刊
行
の

『俳
譜
歳
時
記
』
が
見
え
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
同
様
に
享
和
三
年
五
月

に
馬
琴
が
筆
写
し
た

「蕉
門
頭
陀
袋
」
(綾
足
の

『蕉
門
頭
陀
物
語
』
。
曲
亭
叢
書

一
七
三
番
)
が

見
え
な
い
こ
と
に
も
不
審
は
な
い
。
ま
た
鳴
島
鳳
卿

(錦
江
)
の

『
(子
姪

に
)
俳
譜
を
禁
ず
る
文
』
(曲
亭
叢
書

一
七
二
番
)
は
、
羅
文
存
世
中
の
寛

政
八
年
に
馬
琴
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
羅
文
の
所
蔵
と
は
な
ら
な

か

っ
た
も
の
ら
し
い
。

 
「百
万
評
歌
仙
」
と

「沽
徳
評
百
韻
」
と
は
、
『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
中
、

「古
く
わ
い
し
 
十
九
冊
」
「新
く
わ
い
し
 
九
冊
」
等
と
記
さ
れ
た
中
に

含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に

「沽
徳
評
百
韻
」

は
、
羅
文
が
殊
に
愛
蔵
し
た
品
で
あ

っ
た
。

 
「百
万
評
歌
仙
」
は

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
の
中
で
、
「家
父
可
蝶
高
点
」

と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
「
ひ
部
」
と

「家
書
部
」
に
重
出
し
て
い

る
。
こ
の
歌
仙
は
早
大
曲
亭
叢
書
中
、
折
本
装
偵

の
無
題
発
句
帳

(『国
書

総
目
録
』
に

「曲
亭
句
集
」
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
)
三
冊
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る

(同
叢
書

こ

七
番
)。
後
述
す
る

『著
作
堂
俳
書
目
録
』
に

は

「同

(俳
譜
)
百
万
評
百
韻
」
と
あ
る
が
、
準
家
書
を
示
す
と
思
し
い

合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
こ
れ
は

「百
万
評
歌
仙
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。

 
他
の
諸
書
は
馬
琴
の
新
収
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

「写
本
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は

「山
か

つ
ら
」
(詳
細
不
明
)
の
み
で
あ
り
、
羅
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文
の
場
合
と
は
対
照
的
に
、
馬
琴
の
俳
書
収
集
は
版
本
に
よ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
特
に
*
を
付
し
た
七
点
は
、
後
述
す
る

『著
作
堂
俳
書
目
録
』

で

「就
中
珍
書
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
『著
作
堂
俳
書
目
録
』

 
「馬
琴
所
蔵
本
目
録
、

一
」
(注
3
参
照
)
の
中
で
、
服
部
仁
氏
も
紹
介

し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
『著
作
堂
俳
書
目
録
』
(以
下
適
宜

『俳
書
目
録
』

等
と
略
称
す
る
)
は
早
大
図
書
館
曲
亭
叢
書
に
存
す
る

「惜
字
雑
箋
』
と

題
さ
れ
た

一
連
の
草
稿
集
中
、
第
五
冊

「秋
の
部
」
に
収
ま
り
、
表
紙
に

貼
付
さ
れ
た
目
録
に
は

「錬
綱
聾
所
蔵
俳
書
目
録
」
と
あ
る
。
ま
た
本
文
第

一
行
の
貼
紙
に
は
、
「著
作
堂
俳
書
目
録
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

は
馬
琴

の
手
跡
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る

(
一
部
馬
琴
の
補
記
が
あ
る
)。

 
こ
の
目
録
の
作
成
時
期
に
関
し
て
は
、
『曲
亭
蔵
書
目
録
』
以
上
に
徴
証

を
欠
い
て
お
り
、
主
に
記
述
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
を
推
定
し
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
。

 
そ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
恐
ら
く
は
こ
の
目
録
が
、
馬
琴

の
俳
書
目
録
と
し
て
単
独
に
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
内

題
が
書
さ
れ
た
初
丁
第

一
行
の
貼
紙
の
下
に
は
、
本
文
と
同
じ
筆
跡
で

「返
魂
余
紙
 
四
冊
」
と
あ
る
が
、
『返
魂
余
紙
』
は
馬
琴
手
製
の
貼
交
帳

で
あ
り
、
俳
譜
と
は
関
係
が
薄
い
。
よ
っ
て
こ
の
目
録
が
本
来
、
蔵
書
目

録
の

「
は
」
の
部
の

一
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

 
ま
た
、
前
節
に
も
触
れ
た

『俳
譜
歳
時
記
』
や

『蕉
門
頭
陀
物
語
』
が
、

本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
現
存

『著
作
堂
俳
書

目
録
』
を
そ
の

一
部
分
と
す
る
、
馬
琴
の
蔵
書
目
録
の
成
立
は
享
和
三
年

を
遡
り
得
な
い
。
更
に
、
「長
田
お
ば
ご
」
か
ら
返
却
さ
れ
た
『俳
譜
埋
木
』

や
、
馬
琴

の
新
集

書

で
あ

る

『
嵐

雪
句

集
』

の
如
く

、
『
曲

亭
蔵

書

目
録

』

に
お

い
て
は
欄

上

に
補

わ

れ

て
い
る
俳

書
も
、
『
著
作

堂
俳

書
目

録
』
で
は

本
文

に
組

み
込

ま
れ

て
い
る

こ
と
を
考

慮
す

る
と
、

同
目
録

の
成
立

は
、

『曲

亭
蔵

書
目
録

』

よ
り
も

後
と
考

え

る

べ
き

で
は
あ

る
ま

い
か
。

 

『
曲
亭

蔵
書
目

録
』

「
は
部

」

の
欄
上

に
、
改

め

て
俳
書

が
列

記

さ
れ

て

い
る

こ
と

に

つ
い
て
、
服
部
仁

氏

は

「
『
曲
亭

蔵
書

目
録

』
よ

り
見

た
馬
琴

の
俳

諸
」

(
さ
る
み

の
会
報

17
。

昭
和

52

・
10

)

の
中

で
、

「
俳

書

を
調

べ

る
際

の
重

宝

さ
を
配
慮

し

て
の
記
載
」

と

さ
れ
た
。

あ

る
い

は
そ

の
よ

う

な
意

図

も
存
し

た
か

も
知

れ
な

い
が
、

む
し

ろ
後
続

の
蔵
書

目

録

に
お

い

て
、
俳
書

を

「
は
」
部

に

一
括

し

て
著

録
す

る
た
め

の
下
準

備

と

は
解

せ

な

い
で
あ
ろ
う

か
。

 

『
著
作

堂
俳
書

目
録

』
を

「
は
」
部

の

一
部

分

(
恐

ら
く

は
末

尾
)
と

す

る
、
馬
琴

の
蔵

書
目
録

に
お

い
て
、
本

来

「
俳

諸
」

と
冠

し

て

い
な

い
書

物

に
ま

で
、
あ
え

て

「
俳
譜

(同

)
」

の
二
字

を
補

っ
て

「
は
」
部

に
集

め

た
作

為

は
、
『
曲

亭
蔵

書
目

録
』

「
は
部

」
欄
上

に
お
け

る
俳

書

の
列

挙

と

同
趣

で
あ
る
。

 

『
俳
書

目
録
』
の
冒

頭
部

に
は
、
俳
書

を
時
代

順

に
配
列

し

よ
う

と
し

た

意

図
が
看

取

さ
れ

る
が
、

こ
の
作

為

は

一
貫

さ
れ

て
お
ら

ず
、

同
目

録

の

配

列

は
む
し

ろ
、
『
蔵
書

目
録

』
欄
上

に
列
挙

さ

れ
た
俳

書

の
配
列

と
、
部

分
的

に

一
致
す

る
箇
所

が

多

い
。

 

恐
ら

く
馬
琴

は
、

俳
書

を

一
箇

所

に
集
め

て
お

く

こ
と

に
よ

っ
て
、
蔵

書

目
録

が
よ

り
機
能

的

に
な

る
と

い
う
効
果

を
狙

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

こ

の
推
定

が
正

し

い
と
す
れ

ば
、
当

然
以

後

の
蔵

書
目
録

に
お

い

て
は
、
「
は

部

」
以
外

に
俳

書

は
見

え
な
か

っ
た

は
ず

で
あ
る
。

 

『
曲
亭

蔵
書

目
録

』
と

『
著
作

堂
俳

書
目
録

』
と

の
間

の
増
減

は
些

少

で
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あ

り
、
文

化
以
降

の
馬
琴

に
と

っ
て
、

俳
書

は
積
極

的

に
購
入

す

る
類

の

書
物

で
は
な
か

っ
た

こ
と

が
う

か
が

え
る
。

 

服
部
氏

は
、

注
3

に
挙

げ

た
論
考

の
中

で
、

『
蔵
書

目
録

』

に
見

え

て

『
俳

書
目
録

』
に
は
見

え
な

い
俳
書

が
十
点

(家
書

は
除

く
)
あ

る
旨

を

記

し

て
お

ら
れ
る
。

「
三
上
吟

』
『
錦

繍
談

』

の
二
点
を

除

い

て
、

服
部

氏

は

こ
れ
ら

の
書

名

を
明
確

に
さ
れ

て
い
な

い
の
だ
が
、
前
引

「
『
曲
亭

蔵

書
目

録
』

よ

り
見
た
馬
琴

の
俳

譜
」

を
参
観

す

る
と
、

そ

の
中

に
は

「
秋

の
寝

覚

 
二
冊

」
「
あ

す
か
川
 

三
冊

合
巻

」
「
あ

し

の

一
も

と
 

躰

一
冊
」
の
三

点

が
含

ま
れ

て
い
る
と
思

し

い
。

 

し
か

し

こ
の
う
ち
、
前

二
者

に
は
同

名
異
本

が
存

し

て
お

り
、
俳

書

と

即
断

し

て
し
ま

う

に
は
、

た
め

ら

い
を

禁
じ
得

な

い
。
冊
数

か

ら
考

え

る

と
、

そ
れ
ぞ
れ
有

賀
長
伯

の

「
歌
枕
秋

の
寝

覚
』

(二

冊
)
と
、
中

川

三
柳

の
随

筆

『
飛
鳥

川
』
(
三
冊
)
を
指

す

よ
う

に
も
思

わ

れ

る
。
ま

た
、
護
物

に
よ
る

『幻

住
庵

記
』

の
注
釈
書

『
あ
し

の
ひ
と
も

と
』

は
、
文

政

十
年

の
刊
行

で
あ
り
、
上

梓
以

前

に
写
本

で
行
な

わ
れ

て

い
た
確

証

が
な

い
の

で
、

こ
れ

も
同
名

異
本

と
考

え
る

べ
き

で
は
あ

る
ま

い
か
。

 
少

な

く
と
も
、
『
蔵
書
目

録
』

の

「
は
部
」
及
び

そ

の
欄
上

に
列
記

さ

れ

た
俳

書

は
、
「
三
上
吟
」
と

「
あ

ぶ
ら
か

す
」
(
「新

増
犬

筑
波
集

』
の
上
巻

)

の
二
点
を
除

い
て
、

全

て

『
俳
書

目
録

』

に
も
見

え

て
い
る
。

こ
れ
以
外

に
、
論

者

が

『
曲
亭
蔵

書
目
録

』
独
自

の
俳
書

と

し

て
提

示
し
得

る

の
は
、

「色

紙
短

冊
聞
書

 
写
本

一
冊
」
(詳

細

不
明
。
『
東

岡
舎

蔵
書

目
録

』
二
丁

裏

に
見

え
る

「
は
せ
を
短

尺
聞
書

」

と
同

一
書

で
あ
ろ

う
)
と

「
異

名

分

類
抄

 

一
冊
」
の
二
点

の
み

で
あ

る

(
他

に
、
「
二
代

目
市

川
八

百
蔵

」
と

注

記
さ

れ
た

「追
善

き

の
ふ

け
ふ
 

一
冊
」

も
、
詳

細

は
不
明

な

が
ら

、

安
永

六
年

に
没

し
た

二
世

八
百
蔵

の
追

善
句

集

の
類

か

も
知
れ

な

い
)
。

 
羅
文

旧
蔵
書

に
も
含

ま
れ

な

い
、
入
江

昌
喜

の

『
異
名

分
類

抄
」

(寛
政

五
年
刊

)
は
、
『
曲
亭

蔵
書

目
録
』

の

「
い
部
」

に
登
載

さ
れ

て

い
る

の
み

で
、
同
目
録

の

「
は
部

」
欄

上

や

『俳

書

目
録
』
中

に

は
見

出

し
得

な

い
。

あ

る
い
は
馬
琴

に
と

っ
て
、

該
書

は
俳

書
と

し

て
で
は
な

く
、

一
種

の
辞

書
と

し

て
意
識

さ
れ

て

い
た

の
で
あ

ろ
う
か

。
な

お
、
馬

琴

の

『
俳

諸
歳

時
記
』

(享
和

三
年

、
永

楽
屋

東

四
郎
他

刊
)

に
お

け
る
、
異
名

に

つ
い
て

の
記
載

が
、
同
書

よ

り
も
尾

崎
雅
嘉

の

『
和
歌

呉
竹

集
』

(
寛

政
七

年
刊

)

に
近

い

こ
と

は
、
拙
稿

「
『俳

譜
歳

時

記
』

の
成
立

」

(藝

文
研

究

71
号
。

平
成

8

・
12
)

に
お

い

て
記

し

た
通

り

で
あ

る
。

 
逆

に

『
俳
書

目
録
』

に
し
か
見

え
な

も

の
は
、

服
部
氏

も
指

摘

さ
れ

た

よ
う

に
、
『犬

筑
波
集

』
『
三

日
月

日
記
』
『
五

元
集
』
の
三
点

で
あ
る
。
『
犬

筑
波
集

』

は

「就

中
珍

書
」

と

し

て
、

馬
琴

が
○
印

を
付

し

た
も

の
の

一

つ
で
あ
り
、
随

筆

『
燕
石
雑

志

』
(文

化
七

年
、
河
内
屋

太
助

他

板
)
巻
末

の

「引

用
書
籍

目
録
」

に
も

そ

の
名

が
見

え

て
い
る
。
支

考
編

の

『
三

日

月

日
記
』
は
、
『
東
岡
舎

蔵
書

目
録

』
に

は
見

え

て
い
た

が
、
『
蔵
書

目
録

』

の
中

に
は
見

え
ず
、
『
俳

書
目

録
』
で
再
び

現
わ

れ

て
い
る
。
馬

琴

が
新

た

に
購
入

し

た
可

能
性

は
低

い
と
思

わ

れ
、
あ

る

い
は
後

に
見
出

し
得

た

も

の
で
あ
ろ
う

か
。

 

『五

元
集
』
は
言

う

ま

で
も

な

く
其
角

の
句
集

で
あ

り
、
馬

琴

は

『
燕

石

雑
志

』
巻

二

「
㊤
夕
立

」
の
末
尾

で
、
「
予

五
元
集

・
類
柑

子

等

に
見
え

た

る
発
句

の
、
殊

に
解

し
が

た
き

も

の
を
抜
萃

し

て
、

こ
れ
を
註

せ
む
と

思

ふ
事
久

し
」
(
十

一
丁

表
)
と

ま

で
記

し

て
い

る
。
結

局

の
と

こ
ろ
、
そ

の

稿

は
起

こ
さ
れ
ず

に
終

わ

っ
た
ら
し

い
が
、

『
燕

石
雑
志

』

の

「
引
用

書

籍
」

の

一
つ
に
数

え
ら
れ

て
い
る

こ
と
か

ら
も
、

馬
琴

が

『
曲
亭
蔵

書

目

録
』

以
後

に

『
五
元

集
』

を
入

手
し

た
可
能

性

が
高

い
。
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『
著

作
堂
俳

書
目
録

』
に
お

い

て
、
「俳

譜

五
元
集

 
同
続
集
四
冊
附
 

八
冊

」

は
、
重
出
す

る

「同

類
柑
子

」
と
共

に
、
『
俳

書
目
録

』

の
最

末
尾

に
置

か

れ

て
い
る
。

同
目
録
中

、
各
書

目

に
付

さ
れ
た

「
俳
譜

」

の
文
字

は
、

直

前

の

「
家
雅

見
草
」
ま

で
は

「
同

」
字

を
以

て
処

理
さ

れ

て
い
る

が
、
「
五

元
集

」

に
お

い

て
は
改

め

て

「
俳
譜

」
と

書
さ

れ

て
お
り
、
字

様

の
微

妙

な
相
違

と
相
侯

っ
て
、

記
録
時

期

に
隔

た
り
が
あ

る

こ
と
を
感

じ

さ

せ
る

(
な

お

「
俳
譜

五
元
集
」

の
後

に
馬
琴

の
筆

跡

で

「
同
類

柑
子

」
と

書

さ
れ

て
い
る

の
は
、

同
じ
其

角

の
句

集
と

し

て
、
重
複

を
厭

わ
ず

に
列

記

し
た

も

の

で
あ

ろ
う
)
。

 

『
五
元
集
』
を

新
増
書

と
認
定

し

た
上

で
、
前

節

の
冒
頭

に
引

い
た

「
馬

琴

日
記
」
の
記

事

に
信

を
置

く
な
ら

ば
、
こ

の

『
著
作
堂

俳
書

目
録

』
は
、

文

化

五
年

に
改

編
さ

れ
た
馬
琴

の
蔵
書

目
録

の
う
ち
、
「
は
」
部

の
後

半
部

分

を

、
文
政

元
年

に
お
け

る
蔵

書
目

録
改
編

の
折

に
切

り
出

し
た

も

の
と

考

え

ら
れ
よ

う
か
。

 

い
ず
れ

に
せ
よ
、
同

目
録

の
末
尾

に
馬

琴
が
記

し

た

「
此
外

に
も
な

ほ

あ

る

へ
し
。
思

ひ
い

つ
る
ま

＼
し

る
す
」

と

い
う
文
句

は
、
事

実

に
即

さ

な

い
わ
け

で
あ
る
が
、

こ
の
文

句
を

含
む

馬
琴

の
自
筆
識

語

は
、
末

尾

に

何

や
ら
記
し

て
あ

っ
た
上

に
貼

り
紙

を
し

て
、
改

め

て
記
さ

れ

て
い

る
。

本
来
な
ら
ば

「わ
か
子
孫
後
々
に
至
候
と
も
必
く

鹿
末
に
不
致
、
む
ざ

と
か

し
遣
し

な
ど
仕

ま
し
ぐ
候

」
(
『東

岡
舎

蔵
書

目
録

』
)
と

で
も

あ

る

べ

き

と

こ
ろ
、

「
○

印

は
就

中

珍
書

に

て
当

今
書

騨
杯

に
た

つ
ね

て
は
容

易

に
得

か
た
き

も

の
也
」
と
記

し

て
あ

る
。
こ
の

『
俳
書
目

録
』
の
中

に

「
羅

文

に
関
す
る
事

柄
が

一
言
も
書

か

れ

て
」

い
な

い

こ
と
は
、

服
部
氏

も

注

3

の
論
考

に
指

摘
す

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

肉
親

に
対
す

る
情
愛

は
と

り
わ

け
強

か

っ
た
馬

琴
か

ら
す

る
と
、
『俳

書
目

録
』
の
記
載

は
余

り

に
よ

そ
よ

そ
し
く
感

じ
ら
れ

る
。

四
、
馬
琴
所
持
俳
書
の
行
方

 
長
兄
羅
文
の
死
に
よ
っ
て
、
馬
琴
の
所
蔵
に
帰
し
た
俳
書
は
、
お
よ
そ

四
十
年
を
経
た
天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
九
月
、
嫡
孫
の
太
郎
に
御
家
人

株
を
買
い
与
え
る
資
金
調
達
の
た
め
、
そ
の
大
半
が
売
却
さ
れ
た
。
こ
の

折
に
馬
琴
の
手
を
離
れ
た
蔵
書
は
俳
書
に
限
ら
ず
、
「蔵
書
六
十
櫃
の
其

三
が
二
」
(『吾
仏
の
記
』
巻
三

・
五
十
四
丁
表
)
に
あ
た
る

「凡
三
十
八
、

九
箱
」、
「和
漢
の
書
籍
大
小
七
百
余
部
」
(天
保
七
年
十
月
七
日
付
、
小
津

桂
窓
宛
馬
琴
書
簡
)

に
及
ん
だ
。
『吾
仏
の
記
』

家
説
第
三
の
百
三
十
七

「蔵
書
沽
却
の
損
益
」
に
拠
る
と
、
丁
字
屋
平
兵
衛
を
介
し
て
競
り
に
か
け

ら
れ
た
蔵
書
の
う
ち
、
「故
兄
の
遺
書
な
る
俳
譜
の
古
書
珍
書
百
七
部
」

は
、
「市
の
算
帳
の
漏
た
れ
は
、
紛
失
し
た
る
な
る
べ
し
」
(五
十
四
丁
表
)

と
あ

っ
て
、
金
に
も
な
ら
ぬ
ま
ま
、
「売
書
の
夜
市
」
の
混
雑
の
中
に
散
侠

し
て
し
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。

 
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
『著
作
堂
俳
書
目
録
』
の
中
に
は
、
各
書
目
の
稀

少
さ
、
つ
ま
り

「価
値
」
に
関
す
る
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「○
印
は
就

中
珍
書
に
て
、
当
今
書
騨
杯
に
た
つ
ね
て
は
、
容
易

に
得
か
た
き
も
の
也
」

と
い
う
書
き
ぶ
り
に
は
、
稀
書
を
こ
と
さ
ら
高
値

に
売
却
せ
ん
と
す
る
馬

琴
の
意
図
が
看
取
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
『吾
仏
の
記
』
に
も
、
「奇
書
珍
書
の
世
に
稀
な
る
は
、
価
云
云
な
ら
で

は
売
る
べ
か
ら
ず
と
か
ね
て
文
渓
堂
に
ご
＼
ろ
得
さ
せ
て
、
其
書
名
を
書

つ
け
て
渡
置
し
に
」
(巻
三
、
五
十
四
丁
裏
)
と
あ

っ
て
、
天
保
七
年
に
お

け
る
蔵
書
売
却
の
折
、
高
値
が
予
想
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
馬
琴
自

ら
丁
字
屋
平
兵
衛
に
一
々
注
意
を
与
え
た
と
い
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
『俳
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書
目
録
』
中
の

「○
印
」
は
、
こ
の
折
に
施
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
く
る
。

 
同
目
録
の
内
題

「著
作
堂
俳
書
目
録
」
の
う
ち
、
「俳
書
目
録
」
の
部
分

は
本
文

の
字
体
に
近
い
が
、
「著
作
堂
」
は
か
な
り
乱
れ
た
馬
琴
の
筆
跡
で

あ
る
。

こ
れ
も
本
来
は

「鹸
綱
轄
所
蔵
俳
書
目
録
」
と
で
も
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
、
書
騨
等
に
示
す
必
要
か
ら
、
倉
卒
に
改
題
し
た
痕
跡
な
の
か
も
知
れ

な
い
。

 
も
っ
と
も
、
『俳
書
目
録
』
に
列
挙
さ
れ
た
俳
書
は
、
『類
柑
子
』
の
重

複
を
除
い
て
百
二
十
四
部
で
あ
り
、

一
括
し
て
売
却
さ
れ
た
百
七
部
よ
り

も
若
干
多
い
。
た
だ
し
、
先
に
も
触
れ
た
雲
裡
の

『俳
譜
論
』
等
、
二
人

の
亡
兄
や
馬
琴
自
身
の
筆
写
に
な
る
が
故
に
、
家
書
に
準
ず
る
扱
い
を
受

け
た
も
の
、
つ
ま
り
『俳
書
目
録
』
で
は
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
書
目

(十

二
点
)
な
ど
は
、
売
却
が
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
大
半
が
饗
庭

篁
村
を
経
由
し
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
曲
亭
叢
書
の

中
に
、
『
俳
譜
論
』
や

『露
川
責
』
、
『子
姪
に
俳
譜
を
禁
す
る
の
文
』
等
が

含
ま
れ

て
い
る
点
か
ら
も
、
近
代
に
至
る
ま
で
滝
沢
家
蔵
書
の
中
に
、
若

干
の
俳
書
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

一
括
し
て
売
却
さ
れ
た
百
七
部
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
う
ち
、
羅

文
旧
蔵

の

コ

蜂
評
百
韻
懐
紙
」
と

「沽
徳
評
懐
紙
」
は
、
合
わ
せ
て
金

一
分
で
伊
勢
松
阪
の
小
津
桂
窓
に
売
却
さ
れ
た
。
こ
の
二
懐
紙
は
、
羅
文

の
殊
に
秘
蔵
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
括
売
却
の
折
に
売
り
惜
し
ん
だ
の

も
、
そ
の
故
で
あ
ろ
う
か
。

 
俳
書
売
却
の
直
後
、
天
保
七
年
十
月
七
日
の
日
付
を
持
つ
桂
窓
宛
書
簡

の
中
で
、
馬
琴
は

「
一
蜂
評
懐
紙
」
を
紹
介
し
て
、
「又
、
シ
テ
の
内
、
琴

風

・
岩
翁
杯
は
五
元
集

・
類
柑
子

・
雑
談
集
杯
に
も
見
え
候
」
と
記
し
て

お

り
、
あ

る

い
は
右
書

翰
中

に
挙

げ
ら

れ
た
其

角
関

連

の
俳

書

な
ど

も
、

馬
琴

の
手

元

に
残

さ

れ

て
い
た

の
か
も
知

れ

な

い
。

 

以
上
、

馬
琴

の
所
持

し

た
俳

書

に

つ
い
て
、
考
察

を
加

え

て
き

た
。
羅

文

の
没
後

、
次

第

に
俳
譜

か
ら

は
遠
ざ

か

っ
て
い

っ
た

馬
琴

に
と

っ
て
、

百

点
を
越

え

る
俳
書

群

は
、

決

し

て
日

々
用

い
る
書

物

で
は

な
か

っ
た

で

あ
ろ

う
。
し

か
し

一
方

で
、

そ

の
多

く
が
羅

文

の
旧
蔵

書

で
あ

っ
た
が
故

に
、
愛
着

も

こ
と

さ
ら

に
深
か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

七
十

を
迎

え

て
、
孫

の
将
来

の
為

に
、
亡

兄
遺
愛

の
俳

書

を
手
放

さ

な
け
れ

ば
な

ら
な

か

っ
た

馬

琴

の
苦
衷

は
、

い
か
ば

か

り

で
あ

っ
た

だ
ろ

う
か
。

注
(1
) 
拙
稿

「『
羅
文
居
士
病
中

一
件
留
』
解
題

・
翻

刻
」
。
前
半

は
本

誌
24
号

(平

 

成
8

・
12
)

に
掲
載
、
引
用

箇
所

を
含
む
後
半

は
次
号

に
掲
載
予
定

。

(2
) 

『百
川
合
会
叙
』

は
、
享
和
三
年
成
立

の
馬
琴
自

編
狂
文
集

『醗
新
書
』

(原

 

本
所
在

不
明
。
明
治
30
年
、
薫
志
堂

の
翻

刻
本
あ
り
)
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。

(3
) 

日
本
古

典
文

学
影
印
叢

刊
32

『近
世
書
目
集
』
(平
成

1

・
10
、
日
本
古
典
文

 

学
会

)
に
、
鈴

木
重
三
氏
の
解
説
を
付
し

て
影
印

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
服
部
仁

 

氏

が
、
「馬
琴
所
蔵
本
目
録
、

一
」

(同
朋
大
学
論
叢

四
十

号
。

昭
和
54

・
6
)

 

 
に
お
い

て
翻
刻

紹
介
し

て
お
ら
れ

る
。

(4
) 

『馬
琴

日
記
』
第

二
巻

(昭
和

48

・
6
、
中
央
公
論
社
刊
)
三
百
五
十

七
頁
。

 

 
も

っ
と
も
、
馬
琴

の
記
憶

に
誤
り
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
以
下

の
推
定
も
動
揺

せ

 

 
ざ
る
を
得
な
い
。

(5
) 

『家
廟
遺
墨
』
巻
三

(天
理
図
書
館
滝

沢
家

寄
託
書
)
所
収

の
馬
琴
宛
羅
文
書

 

 
翰

の
中

で
、

こ
の
書

に
関
し

て

「五

ケ
八
躰

記
」
と
の
注
記
が
施
さ
れ

て
い
る

 

 
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
詳
細

は
不
明
。
同
書
簡

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時

「切

字

口
訣
」

 

 
の
他
、
「
つ
る
い
ち
ご
」
「花
た

ん
す
」

「
(蕉

門
附
合

)
十
四
躰
」
「十

躰
附
応
」

 

 
「切
字
解
」
「破
魔
弓

」
「
(俳
譜
)
二
十

五
条
」
「艶
竹
」
と
、
合
計
九
冊

が
羅
文

 

 
か

ら
馬
琴

に
貸
し
出

さ
れ
て
い
る
。

(6
) 

所
在
不
明
。
木
村

三
四
吾
氏

「馬

琴

の
書
箱
」

(『吾
仏

の
記
』
解
説
。

昭
和
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62

・
12
、
八
木
書
店
)

に
よ
れ
ば
、
近
代

に
入

っ
て
度

々
古
書
店

に
姿

を
現
し

 
 
た

『返
魂
余
紙
』

は
三
冊

で
あ

っ
た
と

い
う
が
、
右

『俳
書

目
録

』
の
該
当
箇

 
 
所
、
並
び

に

『曲
亭
蔵
書
目
録
』
「は
部
」
に
お

い
て
は
、
共

に

「四
冊
」
と
あ

 
 
る
。

(7
) 

服
部
氏

は
、
『曲
亭
蔵
書
目
録
』
の
み
に
見

え
る

「錦
繍
談

 
二
冊
」
を
俳
書

 
 
(其
角
編

『俳
譜
錦
繍
談
』)

と
認
定

さ
れ

た
。

し
か
し
該
書

は

「は
部
」

の
欄

 
 
上

に
は
見

え
て
お
ら
ず
、
あ

る
い
は
天
隠
龍

澤
編

の
漢
詩
集

『
錦
繍
談
』

の
こ

 
 
と
か

も
知

れ
な

い
。

(8
) 

天
理
図
書
館
蔵

。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

『
馬
琴
書
翰
集

』
翻
刻
編

(昭
和

 
 
55

・
3
、
八
木
書
店

)、
三
六
〇
～

一
頁
。

(9
) 
曲
亭
叢
書

に
収
録

さ
れ
た
も
の
の
他
、

早
大
図
書
館

に
は

「
瀧
澤
蔵
書
」

の

 
 
長
方
印

が
捺

さ
れ
た
俳
書

と
し
て
、
第

二
節
に
触
れ
た

『
鶴

の
跡
』
や
、
越
後

 
 
の
知
友
鈴
木
牧
之

が
編
集
を
補
助

し
た

『
十
評
発
句
集
』
、
羅
文

・
馬
琴
兄
弟

の

 
 
師

で
あ
る
越
谷
吾
山

の
追
善
集

『
ゆ
き
を

花
』
な
ど
が
蔵
さ
れ

て
い
る
。
以
ヒ

 
 
三
書

は
、

い
ず

れ
も
三
村
竹
清

が

『本
之

話
』
(昭
和

5

・
10
、
岡
書
院

)
「曲

 
 
亭
遺
書
」

で
紹
介

し
た
、
饗
庭

篁
村

の

「
曲
亭
所
有
草
稿
類
」

の
目
録

に
も
見

 
 
え
て
い
る
。
こ
の
三
点
が
何
故

『曲
亭
蔵

書
目
録
』
や

『俳
書
目
録
』

に
は
見

 
 
え
な
い
の
か
、

そ

の
事
情
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

(10
) 

旧
版
随
筆
大

成
に
影
印

さ
れ
た
、
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
本

『
耽
奇
漫
録
』
(昭
和

 
 
3

・
4
、
吉
川

弘
文
館
)
に
拠
る
と
、
文

政
七
年

(
一
八
二

四
)
十

一
月
十

四

 
 
日
、
第

八
回
耽

奇
会
に

こ
の
二
懐
紙
を
出
品
し
た
馬
琴

は
、

そ
の
説
明
文

(同

 
 
右
書
十

一
～
十

四
頁
)
の
中

で

『
俳
書
目
録
』

に
も
見
え

る

『綾
錦
』
を
引

用

 
 
す
る
他
、
『花

見
車

』
『俳
譜
家
譜
』
『五
色
墨
』
等

の
書

名
を
挙
げ

て
い
る

(国

 
 
会

図
書
館

蔵

『耽
奇

漫
録
』

に
は
、
右

二
懐
紙

に
関
す

る
記

述

に
脱

文
が

あ

 
 
る
)。
な

お
、
馬
琴
は

『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
以
下

各
目
録

に
お

い
て
、
「r
蜂
」

 
 
「雁
峰
」
等
と
記
し

て
い
る
が
、

『俳
譜
綾
錦
』
や
書
陵
部
本

『耽
奇
漫
録
』

を

 
 
徴
す
る

に
、

こ
れ
は

コ

蜂
」
が
正
し

い
よ
う

で
あ

る
。

一
蜂

は
玄
札

の
門
人

 
 
で
河
曲
氏
。

伊
勢
出
身

で
江
戸
神
田

に
住
し
た
。

言
及
さ
れ
た
諸
論
考
、
就
中
木
村
三
四
吾

・
柴
田
光
彦

・
服
部
仁

・
播
本

真

一
各
氏
の
ご
研
究
か
ら
は
教
え
ら
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。
本
稿
を
締
め

く
く
る
に
当
た
り
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

 
ま
た
、
日
頃
か
ら
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
り
、
特
に
今
回

は

『東
岡
舎
蔵
書
目
録
』
の
翻
刻
を
御
許
可
下
さ

っ
た
早
稲
田
大
学
図
書

館
お
よ
び
同
館
貴
重
書
室
の
各
位
に
も
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。
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本
文
中
や
注
に
お
い
て
明
記
し
た
も
の
の
他
に
も
、
馬
琴
の
旧
蔵
所
に



附

 

『東

岡
舎

蔵
書

目

録
』

翻
刻

○
書
誌

 
該
書
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。

 
所
蔵
 
早
稲
田
大
学
総
合
図
書
館

(曲
亭
叢
書
四
十
七
番
)。

 
形
態
 
二
二

・
五
×
一
五

・
七
糎
。
全
十
九
丁

(原
表
紙
と
も
)
。

 
 
 
 
(『風
月
奄
主
に
答
ふ
る
文
』
(十
三
丁
)、
『百
川
合
会
叙
』
(五

 
 
 
 
丁
)
と
合
綴
)

 
表
紙
 
原
表
紙
、
半
紙
。

 
 
 
 
後
補
表
紙
、
薄
香
色
地
布
目
紙
表
紙
。

 
題
籏
 
(後
補
表
紙
)
子
持
ち
罫
摺
枠
題
簸

(
一
七

・
四
×
三

・
七
糎
)、

 
 
 
 
「風
月
奄
主
に
答
る
文
/
百
川
合
會
叙
/
東
岡
舎
蔵
書
目
録

 
 
 
 
 
合
」
。

 
料
紙
 
本
文
、
十
二
行
有
罫
紙

(柱
刻

「碧
梧
亭
」)。

 
丁
数
 
本
文
十
八
丁

(丁
付
け
な
し
)

 
筆
者
 
曲
亭
馬
琴
。

○
凡
例

 
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
が
、
以
下
の
二
点
で
本
文

に
改
変
を
加
え
た
。

(
ア
) 
本
文
中
の
片
仮
名
は
若
干
を
残
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
他
、
識
語

 
 
等
で
本
文
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
句
読
点
を
補

っ
た
。

(イ
) 
原
本
に
は
丁
付
け
が
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
に

(ー
オ
)
の
ご

 
 
と
く
、
丁
数
と
表

・
裏
の
別
を
略
記
し
た
。

○
本
文

東
岡
舎
蔵
目
録

 
 
寛
政
十
午
八
月
廿
五
日
改

 
一 

四
書

 
一 

唐
詩
選

 
一 

鳴
鳳
帖

 
一 

童
子
往
来

 
一 

孟
子

 
一 

あ
す
な
ら
ふ

 
↓ 

火
花
草

 
一 

つ
る
い
ち
ご

 
一 

お
く
の
細
道

 
一 

つ
れ
く

草

 
一 

三
河
物
語

 
一 

和
寄
要
櫃

 
一 

本
式
俳
譜

 
一 

師
伝
習
大
事

 
一 

俳
譜
十
躰
附
応

 
一 

師
竹
庵
聞
書

 
一 

滑
稽
伝

。
一 

俳
譜
論

 
一 

玉
の
鑑

 
一 

蕉
風
口
写

 
一 

は
せ
を
短
尺
聞
書

 
一 

は
ま
弓

大
字

長
雄
法
帖

カ
ナ
付

写
本

御
直
筆

兄
鶏
忠
様

 

御
筆

(表
紙
表
)

十
冊

三
冊

壱壱
大
冊

壱
小
冊

弐

(ー
オ
)

壱壱壱壱壱弐

(ー
ウ
)

壱壱壱壱壱壱

(2
オ
)

壱壱壱壱
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0 00

艶
竹

は
い
か
い
廿
五
ヶ
条

花
た
ん
す

附
句
十
四
躰

切
字
口
訣

切
字
解

ひ
さ
こ

春
の
日

冬
の
日

猿
み
の

続
さ
る
み
の

す
み
た
は
ら

畷
野

深
川
集

俳
豚
通

も
う
り
ゃ
う
談

両
吟
十
寄
仙

大
師
み
く
じ
本

四
書
字
引

古
文
庫

制
高
相
書

所
々
歳
旦
帖

r
峰
懐
紙

節
用

詩
仙

御
自
序

髪薄 御本 集

 

極
占
本

壱 壱 壱 五 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱

4     3
オ      ウ
)              )

冊(     (
 3     2
 オ      ウ
 )            )

                                     一                                   一                                 一                                一                              一                             一                           一                          一                        一                       一                     一                    一                  一                 一               一              一            一          一         一       一      一    一   一 一一

食
礼
た
ん
か

牡
丹
論
談

熱
海
み
や
け

萩
の
露

は
い
か
い
き
さ
か
た

百
番
句
合

桃
青
三
百
餉

落
柿
舎
日
記

う
ら
わ
か
ば

月
と
汐

源
氏
名
題
爽
句

五
色
墨

銭
龍
賦

三
上
吟

三
疋
さ
る

蕉
翁
三
章
落
穂

冬
か
つ
ら

放
生
日

若
葉
合

風
俗
文
選

古
今
和
寄
集

伊
勢
物
語
落
穂
抄

つ
れ
く

草
諸
抄

み
な
し
ぐ
り

熱
田
三
寄
仙

板
本

壱

(4
ウ
)

壱壱壱壱弐壱

(5
オ
)

壱弐壱壱壱壱

(5
ウ
)

壱壱壱壱弐壱

(6
オ
)

弐弐壱壱壱壱

(6
ウ
)
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0

は
せ
を
庵
小
文
庫

江
戸
八
百
鵠

新
山
家

俳
番
匠

物
見
車

特
牛

雑
談
集

誰
か
家

続
五
論

葛
松
原

露
川
責

か
れ
尾
花

も
＼
の
杖

笈
日
記

か
は
つ
合

蕉
翁
附
合
集

は
せ
を
文
集

は
せ
を
爽
句
集

増
山
井

終
焉
記

(松
か
さ
り

古
か
、
ψ

マ)

梨

つ
○
○

秋
の
日

俳
夜
燈

小
莚

薄
本

御
自
筆

壱壱壱壱壱壱

(7
オ
)

壱壱壱壱壱壱

(7
ウ
)

壱三壱五五三

(8
オ
)

壱壱壱壱壱壱

(8
ウ
)

壱

                                     一                                    一                                  一                                 一                               一                             一                            一                          一                         一                       一                      一                    一                   一                 一               一              一            一           一         一        一      一    一   一 一一

花
三
斜

多
胡
碑
集

夏
引
集

遅
八
刻

恋
し
ひ
か

お
ほ
ろ
ふ
ね

俳
藷
雪
颪

百
人

一
首
師
説
抄

徹
書
記
物
語

未
来
記

百
人

一
首
百
詠
散
書

西
行
家
集

近
来
風
躰

定
家
相
語

一
人
三
臣
和
歌

制
詞

鷹
百
首

後
水
尾
院
御
製

色
紙
和
寄
写

柿
本
法
楽
和
寄

玄
旨
百
首

三
問
答

挙
白
集
 
 
 
 
 
 
 
靹
謄
珊
杯
足

暁
山
集

京
都
め
く
り

  合  巻

壱 弐 四 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱
(
9

オ

)

(
9

ウ
)

(
10

オ

)

(10

ウ

)
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0

両
道
中
図
鑑

狂
寄
初
心
抄

附
合
小
か
、
み

芙
蓉
文
集

三
物
句
解

蕉
翁
文
皇
図

明
月
談
実

は
せ
を
庵
再
興
集

は
い
か
い
十
三
条

僧
都
問
答

柳
日
記

天
狗
問
答

蓼
太
句
集

朧
日
記

蕉
翁
悌
塚

は
せ
を
七
部
捜

蜀
山
夜
話

春
と
秋

髭
帯

唐
詩
三
物

は
せ
を
句
解

そ
の
す
み
絵

は
せ
を
庵
再
興
勧
進
帳

通
夜
物
語

う
や
む
や
の
関

後初遍編

 

御
自
筆

ひ
や
う
し
な
し

壱 壱 壱 壱 弐 壱 壱 壱 弐 弐 壱 壱 二 弐 壱 壱 三 弐 壱 壱 二 弐 壱 壱 壱

12      12
ウ       オ
)                 )

11      11
ウ       オ
)                 )

。
一 

麦
林
集

 
一 

雪
あ
か
り

〆
 
百
九
十
六
冊

外
に

 
一

 
一

 
一

 
一

 
一

 
一

 
一

 
一

〆

外 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一

に

古
く
わ
い
し

新
く
わ
い
し

追
善
夢
見
草

千
句
く
わ
い
し

諸
書
留

御
自
筆
詠
卯

外
詠
草
虜

点
句
書
抜

う
た
ひ
本

は
い
か
い
鰭

寛
政
武
鑑

百
回

つ
る
の
跡

大
増
補
改
算
記

は
い
か
い
け
い
五
編

小
本
い
ろ
く

御
戯
作
本

歳
旦
帖

古
状
古
本

古
く
わ
い
し

月
次
獲
句
の
口
り

鶏
忠
様

 

御
筆

御
自
筆

御
自
筆

鶏
忠
様

 

御
筆

同同

士 士
宅ヨ 冒

(
13

オ

)

十
九
冊

 
九
冊

 
壱

 
壱

 
壱

(13
ウ
)

廿
五
冊

十
五
冊

 
壱

 
五

 
壱

 
四

(14
オ
)

 
壱

 
壱

 
壱

 
四

 
四

 
六

(14
ウ
)

 
壱

 
壱

 

二
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一
、

は

い
か

い
埋

木

 

一
、

三

日
月

日
記

○

へ

一
、

去
来

湖
東

問
答

○

へ

一
、

桐

の

一
葉

 

一
、

ふ

る
な
す
び

 

 
 

〆
 

五
部

長
田
お
ば
ご
へ

 

か
し
て
角

。婿

し

.疋
㌍

目誌撮

し

士 士 士 士 =ヒ
セ1冒 宮 宮E

   (

   15
   オ
   )

 
是
は
御
在
世
之
節
、
何
方
へ
か
御
か
し
置
被
成
候
と
相
見
へ
申
候
。
(15

ウ
)
追
而
先
く

糺
し
取
戻
可
申
候
。

○
此
外
御
書
留
物

 

一 

柳
ご
り
 
 
 
 
 
 
 
一
ツ
 
 
 
 
 
 
内
二入
有

 

一 

文
庫
 
 
 
 
 
 
 
 
一 
 
 
 
 
 

内
二入
有

 

一 

風
呂
敷
包
 
 
 
 
 
 
一 
 
 
 
 
 

内
二入
有

(16
オ
)

 

一 

本
た
ん
す
の
内
に
も
入
有
之
候
。
追
く

見
分
可
申
候
。

 
右
之
御
本
と
も
は
、
御
生
涯
御
秘
蔵
之
品
に
候
間
、
誠
に
御
記
念
と
存

候

。

わ
か
子

孫
後

々

に
至
候

と
も
必

く

(16

ウ
)
麓

末

に
不
致
、

む

ざ

と
か
し
遣
し
な
ど
仕
ま
し
ぐ
候
。

 
 
 
 
 
 

寛
政
十
戊
午
年
八
月
廿
五
日
 
瀧
沢
清
右
衛
門

(17
オ
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此
外
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占
{勤
旧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
士冒
通

 
 
 
御
印
章

 
 
 
青
朱
墨

 
 
 
御
印
鑑

 
 
 
御
か
け
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 七
八
本

(17
ウ
)

  
 
匝

調

 

 

 

 

 

 

 

 

四
五
枚

 
 
 
御
た
ん
ざ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ろ
く

(18
オ
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